
改選後の鳥取県議会議員

　
４
月
７
日
に
実
施
さ
れ
た
県
議
会
議
員
選
挙
後
初
の

議
会
で
あ
る
令
和
元
年
５
月
臨
時
会
が
５
月
10
日
に
開

催
さ
れ
た
。

　
こ
の
臨
時
会
は
新
し
い
県
議
会
の
構
成
を
決
め
る
も

の
で
、
議
長
、
副
議
長
の
選
出
な
ど
を
行
う
も
の
。

　
開
会
に
当
た
っ
て
、
議
長
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
の
間

は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
年
長
の
議
員
が
臨
時

議
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
福
間
裕
隆
議
員

が
臨
時
議
長
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
藤
縄
喜
和
議
員
が
議

長
に
、
続
い
て
副
議
長
選
挙
に
よ
り
福
田
俊
史
議
員
が

副
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

　
次
に
議
会
運
営
委
員
の
選
任
。
議
会
運
営
委
員
会
に

お
い
て
野
坂
道
明
議
員
が
委
員
長
、
伊
藤
保
議
員
が
副

委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
。
続
い
て
常
任
委
員
会
委
員
の

選
任
。
各
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
正
副

委
員
長
が
互
選
さ
れ
た
。

　
鳥
取
県
監
査
委
員
の
人
事
案
件
の
採
決
、
関
西
広
域

連
合
議
会
議
員
及
び
境
港
管
理
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
臨
時
会
は
閉
会
し
た
。

　《
鳥
取
県
監
査
委
員
》

　
　 

広
谷
直
樹
議
員

　《
関
西
広
域
連
合
議
会
議
員
》

　
　 

西
川
憲
雄
議
員
・
興
治
英
夫
議
員

　《
境
港
管
理
組
合
議
会
議
員
》

　
　 

浜
田
一
哉
議
員
・
浜
田
妙
子
議
員

　
　 

内
田
隆
嗣
議
員
・
安
田
由
毅
議
員

５
月
臨
時
会
の
概
要
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議員の紹介
35名の議員が選出されました。
４月30日から４年間です。

広
ひろ

谷
たに

　直
なお

樹
き

自由民主党
伊
い

藤
とう

　　保
たもつ

　
会派民主

語
ご

堂
どう

　正
まさ

範
のり

自由民主党

藤
ふじ

井
い

　一
かず

博
ひろ

自由民主党

銀
ぎん

杏
なん

　泰
やす

利
とし

公明党

常
つね

田
だ

　賢
けん

二
じ

自由民主党

濵
はま

辺
べ

　義
よし

孝
たか

公明党

山
やま

口
ぐち

　雅
まさ

志
し

自由民主党

尾
お

崎
ざき

　　薫
かおる

　
会派民主

島
しま

谷
たに

　龍
りゅうじ

司
自由民主党

浜
はま

崎
さき

　晋
しん

一
いち

自由民主党

藤
ふじ

縄
なわ

　喜
よし

和
かず

自由民主党

市
いち

谷
たに

　知
とも

子
こ

無所属

坂
さか

野
の

経
けい

三
さぶ

郎
ろう

会派民主

中
なか

島
しま

　規
のり

夫
お

自由民主党

福
ふく

浜
はま

　隆
たか

宏
ひろ

無所属

西
にし

川
かわ

　憲
のり

雄
お

自由民主党

福
ふく

田
た

　俊
しゅんじ

史
自由民主党

岩美郡選挙区東伯郡選挙区 鳥取市選挙区

八頭郡選挙区

会派正式名称
自由民主党…鳥取県議会自由民主党
会 派 民 主…会派民主
公　明　党…公明党鳥取県議会議員団
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鳥取県議会
４月７日に鳥取県議会議員選挙が行われ、

新議員の任期は、平成31年

内
うち

田
だ

　博
ひろ

長
みち

自由民主党

興
おき

治
はる

　英
ひで

夫
お

会派民主

川
かわ

部
べ

　　洋
ひろし

　
自由民主党

浜
はま

田
だ

　一
かず

哉
や

自由民主党

安
やす

田
だ

　由
よし

毅
き

自由民主党

日野郡選挙区

倉吉市選挙区境港市選挙区

澤
さわ

　　紀
とし

男
お

公明党
斉
さい

木
き

　正
しょういち

一
自由民主党

野
の

坂
ざか

　道
みち

明
あき

自由民主党

松
まつ

田
だ

　　正
ただし

　
自由民主党

山
やま

川
かわ

　智
ち

帆
ほ

無所属

内
うち

田
だ

　隆
たか

嗣
つぐ

自由民主党

西
にし

村
むら

　弥
みつ

子
こ

会派民主

浜
はま

田
だ

　妙
たえ

子
こ

会派民主

森
もり

　　雅
まさ

幹
き

会派民主

米子市選挙区

鹿
か

島
しま

　　功
いさお

　
自由民主党

福
ふく

間
ま

　裕
ゆ た か

隆
会派民主

西伯郡選挙区

由
よし

田
だ

　　隆
たかし

　
無所属
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本
県
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
超
人
口
減
少
社
会
が
到
来
し

つ
つ
あ
る
厳
し
い
状
況
の
中
で
様
々
な
課
題

が
山
積
し
て
お
り
、　

ま
さ
に
我
々
県
議
会

に
は
、「
令
和
」
と
い
う
新
時
代
の
到
来
と

と
も
に
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
果
敢

に
取
り
組
み
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
輝
か

し
い
未
来
を
創
り
上
げ
る
責
務
が
課
せ
ら

れ
、
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
県
議
会
は
二
元
代
表

制
の
一
翼
を
担
う
存
在
と
し
て
、
よ
り
一

層
高
い
問
題
意
識
と
志
の
も
と
、
正
面
か

ら
知
事
と
向
き
合
い
、
緊
張
関
係
を
保
ち

つ
つ
大
い
に
議
論
を
交
わ
し
、
県
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

て
、
鳥
取
県
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
創
生
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
議
会
と
し
て
、
政
策
立
案
機
能

や
監
視
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
県
民
か

ら
託
さ
れ
た
責
務
を
誠
心
誠
意
果
た
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
議
長
を
し
っ
か
り
と
補
佐
し
、

公
平
・
公
正
で
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努

力
を
す
る
と
と
も
に
、信
頼
さ
れ
る
議
会
、

活
力
に
満
ち
各
議
員
が
存
分
に
力
を
発
揮

で
き
る
議
会
の
実
現
を
目
指
し
て
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

第86代
鳥取県議会議長

藤
ふ じ

縄
な わ

　喜
よ し

和
か ず

　
令
和
の
新
時
代
を
迎
え
ま
し
た
が
、
急

激
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
と
こ
れ

に
伴
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
の

不
足
、
さ
ら
に
は
相
次
ぐ
災
害
の
発
生
な

ど
、
地
域
経
済
や
地
域
社
会
の
活
力
を
回

復
す
る
た
め
に
克
服
す
べ
き
課
題
は
山
積

し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
に
あ
っ

第80代
鳥取県議会副議長

福
ふ く

田
た

　俊
しゅん

史
じ

　

議
会
内
に
お
い
て
は
、
政
策
立
案
機
能

や
監
視
機
能
を
強
化
さ
せ
、
県
民
の
多
様

な
意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と

は
も
と
よ
り
、
議
会
改
革
に
全
力
で
取
り

組
み
、
県
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
活
発

で
開
か
れ
た
議
会
を
更
に
目
指
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
、
名
実
と
も
に
日

本
一
の
「
言
論
の
府
」
を
追
い
求
め
、公
正・

公
平
で
円
滑
な
議
会
運
営
を
行
う
と
と
も

に
、
県
民
が
ひ
と
し
く
幸
福
に
な
れ
る
よ

う
最
善
の
努
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

新
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
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各委員会の紹介
（◎：委員長、○：副委員長）

議会運営委員会　 （定数11人）

議会改革推進会議

広報委員会　 （定数６人）

常任委員会

　議会を公正かつ円滑に運営するため、定例会の会期や議事日程など、議会の運営に関する事項などを協
議します。

　議会の在り方及び当面の諸課題について協議又は調整を行います。� （◎：座長）

　県議会だよりの企画、編集及び校正について協議、調整を行います。

　議会に提案された議案等を専門的、能率的に審査及び調査します。

◎野坂　道明（米子市・自民）　　浜田　妙子（米子市・民主）　　内田　博長（日野郡・自民）　　川部　　洋（倉吉市・自民）

○伊藤　　保（東伯郡・民主）　　興治　英夫（倉吉市・民主）　　浜崎　晋一（鳥取市・自民）　　澤　　紀男（米子市・公明）

　藤井　一博（東伯郡・自民）　　中島　規夫（鳥取市・自民）　　西川　憲雄（八頭郡・自民）

◎藤縄　喜和（鳥取市・自民）　　川部　　洋（倉吉市・自民）　　森　　雅幹（米子市・民主）　　銀杏　泰利（鳥取市・公明）

　福田　俊史（八頭郡・自民）　　浜田　一哉（境港市・自民）　　尾崎　　薫（鳥取市・民主）　　市谷　知子（鳥取市・無所属）

　福田　俊史（八頭郡・自民）　　常田　賢二（鳥取市・自民）　　西村　弥子（米子市・民主）

　松田　　正（米子市・自民）　　安田　由毅（境港市・自民）　　山川　智帆（米子市・無所属）

総務教育常任委員会（定数９人）

◎浜田　一哉（境港市・自民）　　内田　博長（日野郡・自民）

○尾崎　　薫（鳥取市・民主）　　浜崎　晋一（鳥取市・自民）

　福浜　隆宏（鳥取市・無所属）��福田　俊史（八頭郡・自民）

　語堂　正範（東伯郡・自民）　　澤　　紀男（米子市・公明）

　伊藤　　保（東伯郡・民主）
　元気づくり総本部、総務部、教育委員会、監査委員及び人事委
員会に関する事項並びに他の常任委員会の所管に属さない事項に
ついて審査、調査します。

農林水産商工常任委員会（定数９人）

◎島谷　龍司（鳥取市・自民）　　濵辺　義孝（鳥取市・公明）

○鹿島　　功（西伯郡・自民）　　福間　裕隆（西伯郡・民主）

　西村　弥子（米子市・民主）　　内田　隆嗣（米子市・自民）

　山川　智帆（米子市・無所属）��西川　憲雄（八頭郡・自民）

　安田　由毅（境港市・自民）

　商工労働部、農林水産部、企業局及び労働委員会に関する事項
について審査、調査します。

福祉生活病院常任委員会（定数９人）

◎坂野経三郎（鳥取市・民主）　　広谷　直樹（岩美郡・自民）

○常田　賢二（鳥取市・自民）　　藤縄　喜和（鳥取市・自民）

　市谷　知子（鳥取市・無所属）��野坂　道明（米子市・自民）

　由田　　隆（倉吉市・無所属）��川部　　洋（倉吉市・自民）

　浜田　妙子（米子市・民主）

　福祉保健部、生活環境部及び病院局に関する事項について審査、
調査します。

地域振興県土警察常任委員会（定数８人）

◎中島　規夫（鳥取市・自民）　　興治　英夫（倉吉市・民主）

○山口　雅志（鳥取市・自民）　　斉木　正一（米子市・自民）

　森　　雅幹（米子市・民主）　　銀杏　泰利（鳥取市・公明）

　松田　　正（米子市・自民）� �
　藤井　一博（東伯郡・自民）

　危機管理局、地域振興部、観光交流局、県土整備部及び警察本
部に関する事項について審査、調査します。

令和元年5月10日現在
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※ロービジョンケア…�視機能が弱く、矯正しても視力が非常に低い方に対して、視機能を最大限に活用して、可能な限り自立した
快適な生活を送れるよう支援すること。

　

２
月
定
例
会
は
２
月
12
日
に
開
会
。

　

平
井
知
事
が
、
統
一
地
方
選
挙
を

控
え
、
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
た

総
額
３
，
１
８
２
億
円
余
の
平
成
31

年
度
鳥
取
県
一
般
会
計
予
算
や
地
方

税
法
等
の
改
正
に
伴
う
鳥
取
県
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど

58
議
案
を
提
案
し
た
。

　

代
表
質
問
は
鳥
取
県
議
会
自
由
民

主
党
と
会
派
民
主
の
２
会
派
が
行
い
、

一
般
質
問
に
は
25
名
が
登
壇
。
県
政

の
幅
広
い
分
野
で
論
戦
を
展
開
し
た
。

　

今
定
例
会
は
、
今
任
期
最
終
の
定

例
会
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
平
成
最

後
の
定
例
会
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
任
期
や
平
成
時
代
を
総
括
し
つ
つ
、

新
た
な
時
代
の
鳥
取
県
の
姿
を
問
う

質
問
が
多
く
、
知
事
や
教
育
長
ら
と

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
定
例
会

で
あ
っ
た
。

　

会
期
中
、
天
皇
陛
下
御
即
位
30
年

に
係
る
賀
詞
を
議
員
提
出
議
案
と
し

て
提
案
し
全
会
一
致
で
可
決
。
２
月

24
日
に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た�

御
在
位
30
年
記
念
式
典
に
あ
わ
せ
て

奉
呈
し
た
。

　

ま
た
、
知
事
か
ら
は
収
用
委
員
会

委
員
や
男
女
共
同
参
画
推
進
員
の
人

事
案
件
５
件
が
追
加
提
案
さ
れ
た
。

　

審
議
の
結
果
、
63
の
知
事
提
出
議

案
全
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意

し
た
。　

　

議
員
提
出
議
案
は
「
本
年
10
月
か

ら
の
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め
る

意
見
書
」１
件
を
提
案
。
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
否
決
と
な
っ
た
。

　

請
願
・
陳
情
で
は
、
種
子
法
廃
止

に
よ
る
種
子
条
例
の
制
定
を
求
め
る

陳
情
が
採
択
と
な
っ
た
ほ
か
、
３
件

を
趣
旨
採
択
、
１
件
を
研
究
留
保
、

２
件
を
不
採
択
と
決
し
、
３
月
８
日

に
25
日
間
の
会
期
を
閉
じ
た
。

二　
変
化
す
る
国
の
政
策
と
鳥
取
県
へ
の
影
響

　
①�

消
費
税
10
％
Ｕ
Ｐ
へ
の
対
応
～
消
費
税

Ｕ
Ｐ
に
ど
う
向
き
合
う
か
～

　
②�

水
道
法
改
正
に
対
す
る
県
の
姿
勢
～�

生
活
イ
ン
フ
ラ��

水
の
管
理
の
あ
り
方
～

　
③�

改
正
入
国
管
理
法
～
変
化
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
へ
の
多
様
性
と
共
生
～

　
④�

種
子
法
廃
止
～
鳥
取
県
の
財
産
、
宝
を

守
る
～

　
⑤
働
き
方
改
革
～
県
職
の
働
き
方
～

三　
そ
の
他
の
県
政
か
ら

　
①
健
康
問
題

　
・
が
ん
検
診
を
１
０
０
％
に

　
・
禁
煙
対
策
に
つ
い
て

　
・�

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
※
～
外
来
、
い
よ
い

よ
４
月
ス
タ
ー
ト
～

　
②�

自
然
と
向
き
合
う
～
自
然
豊
か
な
鳥
取

県
を
後
世
に
～

　
・
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

　
・
４
Ｒ
運
動
を

　
・�

造
っ
た
、
売
っ
た
、
買
っ
た
、
使
っ
た

責
任
を

　
・
ジ
ビ
エ
の
振
興
を

　
・�

高
度
衛
生
管
理
型
市
場
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
境
漁
港
に
思
う

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

　
　
　

安
田　
優
子　
議
員選

挙
区　

境
港
市

一　
平
井
知
事
４
期
目
の
抱
負
を
問
う

二　
鳥
取
新
時
代
に
向
け
て

　
①
人
口
減
少
対
策
と
女
性
活
躍
施
策

　
②�「
子
育
て
王
国
と
っ
と
り
」
保
育
支
援
の
行
方

　
③�

農
林
水
産
業
を
支
え
る
人
材
育
成
に
つ
い
て

　
④
今
こ
そ
現
代
版
尚
徳
館
を
！

　
⑤
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
へ
の
対
応

　
⑥
外
国
人
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　
⑦
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
に
つ
い
て

　
⑧�

美
保
湾
の
「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾�

ク
ラ
ブ
」
加
盟
に
つ
い
て

三�　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
編
成
に
向
け
た

財
政
課
題
に
つ
い
て

四�　
参
議
院
議
員
選
挙
の
合
区
解
消
に
向
け
て

会
派
民
主

　
　
　

浜
田　
妙
子　
議
員選

挙
区　

米
子
市

一　
鳥
取
県
財
政
に
つ
い
て

　

�

～
安
定
し
た
税
収
を
持
続
可
能
に
す
る�

仕
組
み
を
～

２
月
定
例
会

２
月
定
例
会
の
概
要

代 

表 

質 

問
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２
月
定
例
会
で
は
、
25
人
の
議
員
が
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
紙
面
の

都
合
上
、
質
問
項
目
の
み
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
議
事
録
の
全
文
は
、
県
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

前
田  

八
壽
彦 

議
員

選
挙
区　

鳥
取
市　
自
由
民
主
党

　

�

種
子
法
廃
止
と
鳥
取
県
の
コ
メ
づ
く
り

の
課
題
解
決
に
向
け
て

福
田　
俊
史 

議
員

選
挙
区　

八
頭
郡　
会
派
自
民
党

　

�

中
山
間
地
域
の
現
状
と
地
方
創
生
に�

向
け
た
動
き
に
つ
い
て

島
谷　
龍
司 

議
員

選
挙
区　

鳥
取
市　
自
由
民
主
党

　
①
鳥
取
県
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
い
て

　
②�

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

坂
野  

経
三
郎 

議
員

選
挙
区　

鳥
取
市　
会
派
民
主

　
①
収
入
証
紙
に
つ
い
て

　
②
ろ
う
あ
者
の
緊
急
通
報
に
つ
い
て

　
③
産
業
雇
用
創
出
策
に
つ
い
て

　
④
制
服
の
選
択
制
に
つ
い
て

銀
杏　
泰
利 

議
員

選
挙
区　

鳥
取
市　
公
明
党

　
①�

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て

　
②�

ま
ん
が
王
国
に
よ
る
鳥
取
県
振
興
に

つ
い
て

　
③�
Ｇ
Ｈ
Ｐ
（
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
）�

エ
ア
コ
ン
の
導
入

福
浜　
隆
宏 
議
員

選
挙
区　

鳥
取
市　
無
所
属

　
①
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

　
②�

す
な
ば
（
ビ
ー
チ
）
ス
ポ
ー
ツ
に�

つ
い
て

　
③
鳥
取
県
の
今
後
の
教
育
に
つ
い
て

　
④
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

横
山　
隆
義 

議
員

選
挙
区　

東
伯
郡　
希
望
（
の
ぞ
み
）

　

�

本
県
に
お
け
る
今
後
の
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て

川
部　
洋 

議
員

選
挙
区　

倉
吉
市　
希
望
（
の
ぞ
み
）

　

�

人
口
減
少
に
よ
っ
て
自
治
・
自
治
体
は

ど
う
変
わ
る
の
か
～
広
域
自
治
体
と
し

て
の
県
の
役
割
～

澤　
紀
男 

議
員

選
挙
区　

米
子
市　
公
明
党

　
①�

認
知
症
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
②�

と
っ
と
り
花
回
廊
の
冬
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
③
雇
用
創
出
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

藤
井　
一
博 

議
員

選
挙
区　

東
伯
郡　
会
派
自
民
党

　
①
県
財
政
に
つ
い
て

　
②
が
ん
対
策
に
つ
い
て

　
③
児
童
虐
待
と
い
じ
め
に
つ
い
て

広
谷　
直
樹 

議
員

選
挙
区　

岩
美
郡　
自
由
民
主
党

　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

中
島　
規
夫 
議
員

選
挙
区　

鳥
取
市　
自
由
民
主
党

　
①�

鳥
取
県
交
通
網
の
将
来
像
と
そ
れ
を

利
用
し
た
施
策

　
②�

文
化
財
課
が
教
育
委
員
会
か
ら
知
事
部

局
へ
移
る
大
き
な
利
点
ま
た
は
不
安

　
③�

交
通
弱
者
（
高
齢
者
等
）
に
対
す
る
施
策

濵
辺　
義
孝 

議
員

選
挙
区　

鳥
取
市　
公
明
党

　
①
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

　
②
障
が
い
者
雇
用
の
安
定
促
進
に
つ
い
て

興
治　
英
夫 

議
員

選
挙
区　

倉
吉
市　
会
派
民
主

　
①
統
計
不
正
問
題
と
県
の
統
計
調
査

　
②
児
童
虐
待
事
件
と
県
の
児
童
虐
待
対
応

野
坂　
道
明 

議
員

選
挙
区　

米
子
市　
自
由
民
主
党

　
①�

分
散
型
社
会
に
向
け
て
の
諸
課
題
に

つ
い
て

　
②
鳥
取
県
の
魅
力
化
に
つ
い
て

西
川　
憲
雄 

議
員

選
挙
区　

八
頭
郡　
自
由
民
主
党

　
若
者
が
住
み
た
く
な
る
鳥
取
県
に

　
・�

今
ま
で
ど
の
様
な
政
策
を
行
っ
た
か
？

　
・
そ
の
成
果
は
？

　
・�

今
後
、
今
以
上
に
取
り
組
む
政
策
は

あ
る
か
？

一 

般 

質 

問
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※タンデム自転車 ･･･ 複数人で乗ることができる自転車のこと。

内
田　
隆
嗣 

議
員

選
挙
区　

米
子
市　
会
派
自
民
党

　
①�

平
成
31
年
度
当
初
の
公
共
事
業
予
算

と
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

　
②�

学
校
教
育
と
部
活
動
に
つ
い
て

　
③�

観
光
振
興
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
利
活
用
に
つ
い
て

錦
織　
陽
子 

議
員

選
挙
区　

米
子
市　
共
産
党

　
①�

消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
、
県
の
各
種

手
数
料
、
使
用
料
の
値
上
げ
中
止
を

　
②�

淀
江
管
理
型
産
業
廃
棄
物
処
分
場�

建
設
は
白
紙
撤
回
の
決
断
を

　
③�

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
い
ま

や
る
べ
き
こ
と

　
・�

中
部
の
高
校
に
建
築
・
土
木
科
の�

設
置
を

　
・
伝
統
技
術
後
継
者
の
育
成
を

　
・�

改
め
て
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る

　
④�

ゆ
き
づ
ま
っ
た
政
府
の
原
発
政
策
、

稼
働
も
再
稼
働
も
ス
ト
ッ
プ
の
意
思

表
示
を

市
谷　
知
子 

議
員

選
挙
区　

鳥
取
市　
共
産
党

　
①
県
政
の
あ
り
方
を
考
え
る

　
・�「
よ
び
こ
み
・
イ
ベ
ン
ト
県
政
」
の

影
で
、
県
産
材
活
用
、
被
災
者
・�

障
が
い
者
・
ひ
き
こ
も
り
支
援
は

　
②�

い
の
ち
を
守
り
、
子
ど
も
に
あ
た
た

か
い
県
政
を

　
・�

国
民
健
康
保
険
、
精
神
科
救
急
医
療

体
制
、
幼
児
教
育
保
育
・
学
校
給
食

無
償
化

　
③「
家
族
内
」暴
力
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
④
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
と
情
報

　
・�

美
保
基
地
・
新
型
空
中
給
油
機
配
備
、

オ
ス
プ
レ
イ
目
撃
、
自
衛
隊
募
集

浜
田　
一
哉 

議
員

選
挙
区　

境
港
市　
自
由
民
主
党

　
①�
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
②�
境
港
湾
を
取
り
巻
く
道
路
網
の
整
備

に
つ
い
て

伊
藤　
保 
議
員

選
挙
区　

東
伯
郡　
会
派
民
主

　
①
財
政
調
整
機
能
に
つ
い
て

　
②
生
き
切
れ
る
鳥
取
県
の
実
現
に
つ
い
て

　
③
タ
ン
デ
ム
自
転
車
※
に
つ
い
て

浜
崎　
晋
一 

議
員

選
挙
区　

鳥
取
市　
自
由
民
主
党

　

�

新
た
な
時
代
に
つ
な
げ
る
地
方
創
生
に

つ
い
て

森　
雅
幹 

議
員

選
挙
区　

米
子
市　
会
派
民
主

　
①
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
に
つ
い
て

　
②
児
童
相
談
所
運
営
体
制
に
つ
い
て

　
③
産
業
廃
棄
物
処
分
場
問
題
に
つ
い
て

長
谷
川　
稔 

議
員

選
挙
区　

倉
吉
市　
無
所
属

　
24
年
間
の
地
方
行
政
を
回
顧
し
て

　
・�

地
方
財
政
の
変
遷
と
本
県
財
政
の�

課
題
に
つ
い
て

　
・�「
と
っ
と
り
総
研
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て

　
・�「
総
合
計
画
」
の
取
扱
い
の
そ
の
後

に
つ
い
て

　
・
公
立
鳥
取
環
境
大
学
に
つ
い
て

　
・�

市
町
村
合
併
問
題
、
関
西
広
域
連
合

に
つ
い
て

　
・
介
護
保
険
制
度
の
現
状
に
つ
い
て

　
・�

公
的
災
害
補
償
制
度
の
確
立
に
つ
い
て

　
・�

県
民
参
画
基
本
条
例
の
意
義
に
つ
い
て

　
・�

島
根
原
発
の
稼
働
に
係
る
安
全
協
定

締
結
に
つ
い
て

山
口　
享 

議
員

選
挙
区　

鳥
取
市　
会
派
自
民
党

　
�

44
年
間
の
議
員
活
動
を
終
え
る
に
あ

た
っ
て

　
・
真
の
地
方
創
生
に
向
け
て

　
・
県
民
の
要
望
に
応
え
る
財
政
運
営

　
・
人
口
減
少
社
会
に
歯
止
め
を

　
・
ロ
シ
ア
沿
海
州
と
の
交
流

お詫びして訂正します
平成30年11月定例会号の５ページ��錦織陽子議員
の一般質問中��問②の「Ｌ当たり500円値上がり」
は誤りで、正しくは「18Ｌ当たり500円値上がり」
でした。お詫びして訂正します。

会派正式名称 ��（2月定例会時点）
自由民主党…鳥取県議会自由民主党
会派自民党…会派自民党
会�派�民�主…会派民主
公　明　党…公明党鳥取県議会議員団
希
の
　

ぞ
　望

み
…鳥取県議会会派希

のぞみ
望

共　産　党…日本共産党鳥取県議会議員団
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平成31年２月定例会付議案等議決結果（全会一致で議決された議案）

議案等
番　号 件　　　名 議決

結果

② 平成31年度鳥取県用品調達等集中管理事業特
別会計予算 可決

③ 平成31年度鳥取県公債管理特別会計予算 可決

④ 平成31年度鳥取県給与集中管理特別会計予算 可決

⑤ 平成31年度鳥取県母子父子寡婦福祉資金貸付
事業特別会計予算 可決

⑧ 平成31年度鳥取県中小企業近代化資金助成事
業特別会計予算 可決

⑨ 平成31年度鳥取県就農支援資金貸付事業特別
会計予算 可決

⑩ 平成31年度鳥取県林業・木材産業改善資金助
成事業特別会計予算 可決

⑪ 平成31年度鳥取県県営林事業特別会計予算 可決

⑫ 平成31年度鳥取県県営境港水産施設事業特別
会計予算 可決

⑬ 平成31年度鳥取県沿岸漁業改善資金助成事業
特別会計予算 可決

⑭ 平成31年度鳥取県港湾整備事業特別会計予算 可決

⑮ 平成31年度鳥取県収入証紙特別会計予算 可決

⑯ 平成31年度鳥取県県立学校農業実習特別会計
予算 可決

⑰ 平成31年度鳥取県育英奨学事業特別会計予算 可決

⑳ 平成31年度鳥取県営埋立事業会計予算 可決

㉑ 平成31年度鳥取県営病院事業会計予算 可決

㉓ 平成30年度鳥取県公債管理特別会計補正予算
（第１号） 可決

㉔ 平成30年度鳥取県国民健康保険運営事業特別
会計補正予算（第２号） 可決

㉕ 平成30年度鳥取県天神川流域下水道事業特別
会計補正予算（第１号） 可決

㉖ 平成30年度鳥取県中小企業近代化資金助成事
業特別会計補正予算（第１号） 可決

㉗ 平成30年度鳥取県県営林事業特別会計補正予
算（第３号） 可決

㉘ 平成30年度鳥取県県営境港水産施設事業特別
会計補正予算（第１号） 可決

㉙ 平成30年度鳥取県港湾整備事業特別会計補正
予算（第１号） 可決

㉚ 平成30年度鳥取県育英奨学事業特別会計補正
予算（第１号） 可決

議案等
番　号 件　　　名 議決

結果

㉛ 平成30年度鳥取県営工業用水道事業会計補正
予算（第２号） 可決

㉜ 平成30年度鳥取県営病院事業会計補正予算
（第４号） 可決

㊵ 鳥取県私立高等学校等大規模修繕等促進事業
助成条例の一部を改正する条例 可決

㊷ 鳥取県民生委員定数条例の一部を改正する条例 可決

㊺ 鳥取県営鳥取空港の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例 可決

㊻ 鳥取県営病院事業の設置等に関する条例の一
部を改正する条例 可決

㊼
財産を減額して貸し付けること（（元）境水産
高等学校情報事務科棟の建物及び周辺用地）
について

可決

㊽ 財産を無償で貸し付けること（（元）皆生温泉
公園）について 可決

㊾ 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定
について 可決

㊿ 関西広域連合の公平委員会の事務の受託に関
する規約を廃止する協議について 可決

� 包括外部監査契約の締結について 可決

� 職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例 可決

� 鳥取県公益的法人等への職員の派遣等に関す
る条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県病院局企業職員定数条例の一部を改正
する条例 可決

� 鳥取県収用委員会委員の任命について 同意

� 鳥取県収用委員会委員の任命について 同意

� 鳥取県男女共同参画推進員の任命について 同意

� 鳥取県男女共同参画推進員の任命について 同意

� 鳥取県男女共同参画推進員の任命について 同意

❶ 天皇陛下御即位三十年にあたり、天皇・皇后
両陛下に差し上げる賀詞 可決

31年－1 種子法廃止による種子条例の制定について 採択

31年－4 いじめ・DV・虐待等の実態の把握に係る相談チャネルの強化充実について
趣旨
採択

31年－5 消費生活センターにおけるSNS等を活用した相談方法の充実・強化について
趣旨
採択

令和元年５月臨時会付議案議決結果（全会一致で議決された議案）

議案等番号 件　　　名 議決結果

① 鳥取県監査委員の選任について 同意
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平成31年２月定例会付議案等　　　議決結果（賛否が分かれた議案及び否決された議案）

自由民主党 自由民主党 会派自民党 会派民主 公明党 希
のぞみ
望 共産党無所属

賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決
結果

内
田　
博
長

斉
木　
正
一

島
谷　
龍
司

中
島　
規
夫

西
川　
憲
雄

野
坂　
道
明

浜
崎　
晋
一

浜
田　
一
哉

広
谷　
直
樹

前
田
八
壽
彦

松
田　
　
正

安
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優
子

上
村　
忠
史

内
田　
隆
嗣

福
田　
俊
史

藤
井　
一
博

藤
縄　
喜
和

山
口　
　
享

稲
田　
寿
久

伊
藤　
　
保

興
治　
英
夫

坂
野
経
三
郎

浜
田　
妙
子

福
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裕
隆

森　
　
雅
幹

銀
杏　
泰
利

澤　
　
紀
男

濵
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義
孝

川
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洋

横
山　
隆
義

市
谷　
知
子

錦
織　
陽
子

長
谷
川　
稔

福
浜　
隆
宏

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

① 平成31年度鳥取県一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

⑥ 平成31年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

⑦ 平成31年度鳥取県天神川流域下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

⑱ 平成31年度鳥取県営電気事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

⑲ 平成31年度鳥取県営工業用水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㉒ 平成30年度鳥取県一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ 30 ２ 32 可決

㉝ 鳥取県非営利公益活動促進条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㉞ 鳥取県基金条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㉟ 鳥取県固定資産評価審議会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊱ 鳥取県特定個人情報の利用及び提供に関する条例及び鳥取県住民基本台帳法施行条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊲ 鳥取県教育委員会の権限及び事務処理の特例に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊳ 鳥取県行政財産使用料条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊴ 鳥取県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊶ 鳥取県立社会福祉施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊸ 鳥取県障害福祉サービス事業に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊹ 鳥取県建築基準法施行条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

� 地方独立行政法人鳥取県産業技術センターが定める料金の上限の変更の認可について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

� 鳥取県行政組織条例及び鳥取県監査委員条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

� 鳥取県職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

� 鳥取県税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

❷ 本年10月からの消費税増税の中止を求める意見書 × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 〇 〇 ○ × ９ 24 33 否決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否

請願31年-�６ 教職員の長時間過密労働の解消を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 24 ９ 33 不採択

陳情30年-�31 学童保育指導員の資格と配置基準の堅持を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 24 ９ 33 不採択

陳情31年-�２
原子力発電所の再稼働及び新規稼働の際、UPZ範囲内にあるすべての道
府県及び市町村の事前了解を要件とするよう強く求める意見書の提出に
ついて

趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 趣旨採択

陳情31年-�３ 毎月勤労統計をはじめとした基幹統計の正確性の確保と、雇用保険など
の付与漏れについて迅速な追加支給を求める意見書の提出について 研究留保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 24 ９ 33 研究留保

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。
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平成31年２月定例会付議案等　　　議決結果（賛否が分かれた議案及び否決された議案）

自由民主党 自由民主党 会派自民党 会派民主 公明党 希
のぞみ
望 共産党無所属
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数
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者
数

表
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数
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結果
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司
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彦
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幹
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杏　
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横
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義

市
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知
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錦
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陽
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長
谷
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福
浜　
隆
宏

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

① 平成31年度鳥取県一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

⑥ 平成31年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

⑦ 平成31年度鳥取県天神川流域下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

⑱ 平成31年度鳥取県営電気事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

⑲ 平成31年度鳥取県営工業用水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㉒ 平成30年度鳥取県一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ 30 ２ 32 可決

㉝ 鳥取県非営利公益活動促進条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㉞ 鳥取県基金条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㉟ 鳥取県固定資産評価審議会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊱ 鳥取県特定個人情報の利用及び提供に関する条例及び鳥取県住民基本台帳法施行条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊲ 鳥取県教育委員会の権限及び事務処理の特例に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊳ 鳥取県行政財産使用料条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊴ 鳥取県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊶ 鳥取県立社会福祉施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊸ 鳥取県障害福祉サービス事業に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

㊹ 鳥取県建築基準法施行条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

� 地方独立行政法人鳥取県産業技術センターが定める料金の上限の変更の認可について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

� 鳥取県行政組織条例及び鳥取県監査委員条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

� 鳥取県職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

� 鳥取県税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 可決

❷ 本年10月からの消費税増税の中止を求める意見書 × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 〇 〇 ○ × ９ 24 33 否決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否

請願31年-�６ 教職員の長時間過密労働の解消を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 24 ９ 33 不採択

陳情30年-�31 学童保育指導員の資格と配置基準の堅持を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 24 ９ 33 不採択

陳情31年-�２
原子力発電所の再稼働及び新規稼働の際、UPZ範囲内にあるすべての道
府県及び市町村の事前了解を要件とするよう強く求める意見書の提出に
ついて

趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 31 ２ 33 趣旨採択

陳情31年-�３ 毎月勤労統計をはじめとした基幹統計の正確性の確保と、雇用保険など
の付与漏れについて迅速な追加支給を求める意見書の提出について 研究留保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 24 ９ 33 研究留保

【凡例】� 議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
� 賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長。
� ※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。
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県議会を傍聴しませんか
　県議会の審議は公開されており、どなたでも本会議、
委員会などの会議を傍聴できます。
　暮らしに直結する審議が、どのように進められている
のか、直接見てみませんか。議会日程をご確認のうえ、
県議会においでください。
※�　傍聴席に同時手話通訳が見られるディスプレイを設置して
います。
※�　音声を聞き取りづらい方には、補聴イヤホンの貸出しもあ
ります。
※　乳幼児を連れての傍聴も可能です。

託児サービスも行っています。
ご希望の方は５日前までに県議会事務局へお申し込みください。

県議会ホームページのご案内
　　　　　　　　　　　　　　　　�アドレス　https://www.pref.tottori.lg.jp/gikai/
●　県議会のしくみや議会日程、議員紹介など様々な最新の情報を掲載しています。
●　�本会議、常任委員会、特別委員会、全員協議会は、全てインターネットで生中継と録画
中継をしています。

　　常任委員会、特別委員会、全員協議会は、資料もご覧いただけます。

　　県議会ホームページの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�からご覧ください。

●　平成７年５月臨時会以降の県議会本会議の議事録をインターネットから閲覧できます。
　　時期・質問者・答弁者・単語などいろいろな方法で検索ができます。ご利用ください。

鳥取県議会 検索

県議会インターネット放送局

本会議議事録検索

県議会議員の政務活動費および資産等の公開
　「平成30年度政務活動費収支報告書」および「平成30年度資産等補充報告書等」の閲覧
を希望される方は、県議会事務局総務課（議会棟本館２階）へおこしください。
　また、政務活動費の収支報告の状況や領収書等は、7月1日（月）から鳥取県議会ホームペー
ジでも公開します。

https://www.pref.tottori.lg.jp/282050.htm

とっとり県議会だよりのご案内
　本紙は６月・９月・１１月・２月の定例会ごとに年４回発行し、各市町村を通じて県内全
世帯にお配りしています。また、点字版、音声版（テープ版、デイジー版）も作成しています。
　ご意見、ご要望がありましたら、県議会事務局までご連絡ください。

鳥取県議会　政務活動費 検索
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